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２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
か
ら
５
年
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
２
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。

以
来
世
界
の
政
治
経
済
は
混
乱
が

続
き
、
強
烈
な
円
高
も
我
々
の
事

業
を
直
撃
し
ま
し
た
。

し
か
し
昨
年
の
末
よ
り
政
権
も

変
わ
り
金
融
政
策
も
変
わ
り
、
い

よ
い
よ
日
本
経
済
も
復
活
・
再
生

を
予
感
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
来

ま
し
た
。
為
替
は
円
安
に
、
そ
し

て
株
高
に
向
か
っ
て
き
て
い
ま
す

。
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

も
東
京
で
の
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
５
年
間
で
大
き
く
変
わ
っ

た
こ
と
は
、
市
況
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
が
一
段
と
過
激
に
、
し
か
も
ス

ピ
ー
ド
が
速
い
。
ま
た
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
益
々
の
進
展
が
あ
り
ま
す
。

好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら

ず
競
争
は
ま
さ
に
世
界
競
争
の
時

代
で
す
。
国
内
市
場
が
縮
小
す
る

中
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
勝
て
る
技
術

力
、
営
業
力
を
何
と
し
て
も
強
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
顧
客
や
市
場
を
出
来
る
限
り
分

散
さ
せ
て
市
況
の
激
変
に
対
処
し

て
お
く
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
我
々

に
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
前
向
き
に
考

え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
単
に
海
外
に

進
出
す
る
だ
け
が
全
て
で
は
な
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
情

報
が
瞬
時
に
伝
え
ら
れ
る
い
ま
、

最
適
な
と
こ
ろ
で
調
達
を
し
、
最

適
な
と
こ
ろ
で
生
産
し
た
も
の
を

全
世
界
に
向
け
て
売
る
。
そ
れ
が

で
き
る
特
徴
商
品
を
作
る
こ
と
が

最
も
重
要
で
す
。

私
は
優
れ
た
特
徴
商
品
は
日
本

で
作
る
。
論
理
に
裏
づ
か
れ
た
技

術
力
に
心
、
魂
を
込
め
る
。
日
本

の
優
れ
た
企
業
文
化
を
製
品
に
煉

り
込
ん
で
い
く
。
こ
れ
か
ら
の
市

リーマンショックから５年 希望の年に！

社長会会長 篠﨑社長

ＴＥＬ 03-5496-1810

ＦＡＸ 03-5496-1881

ま
た
グ
ロ
ー
バ。

ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら時

す
る

技
術め

そ
し分し々考に

て
で
は
な
い情、最

し
た
も
の
を

そ
れ
が

る
こ
と
が

日
本技

日
本煉市

場
の
ニ
ー
ズ
は
一
つ
ひ
と
つ
の
装
置
や

機
械
で
は
な
く
、
装
置
と
装
置
を
組
み

合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
に
移
る
。
部
品
を

組
み
合
せ
れ
ば
作
れ
る
商
品
、
装
置
を

並
べ
れ
ば
作
れ
る
製
品
は
新
興
国
で
も

ど
こ
で
も
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
の
ハ
イ

テ
ク
は
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
掴
ん
だ
ベ

テ
ラ
ン
技
術
者
、
営
業
、
そ
し
て
生
産

現
場
と
の
す
り
あ
わ
せ
か
ら
し
か
生
ま

れ
な
い
。
こ
の
領
域
で
勝
負
し
な
い
限

り
、
韓
国
や
台
湾
、
中
国
と
の
競
争
に

は
勝
て
な
い
と
い
う
事
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

わ
が
分
社
グ
ル
ー
プ
は
優
れ
た
特
徴

を
持
っ
た
会
社
ば
か
り
で
す
。
こ
の
５

年
間
の
苦
労
と
努
力
を
、
今
年
こ
そ
会

社
の
復
活
・
再
生
に
繋
げ
、
希
望
あ
る

新
し
い
発
展
へ
の
軌
道
に
乗
せ
て
行
く
、

節
目
の
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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分社グループ 社長会開催

平
成
25
年
9
月
12
日(

木
）

コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
・
マ
リ
オ
ッ
ト

銀
座
東
武
ホ
テ
ル
に
お
い
て

分
社
グ
ル
ー
プ
社
長
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
篠
﨑
会
長

の
開
会
の
挨
拶
に
引
続
き
、

事
務
局
よ
り
グ
ル
ー
プ
各
社

業
績
推
移
報
告
（
８
月
実
績
、

上
期
実
績
見
込
み
）
、
提
出

物
の
お
願
い
（
別
記
）
に
つ

い
て
連
絡
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ァ
ナ
ッ
ク
マ
グ
ト

ロ
二
ク
ス
株
式
会
社
か
ら
は

【提出物のお願い】

平成25年度上期終了にともない分社理

念研究所事務局まで以下の書類のご提
出をお願い致します。

 上期決算書
 B/S、P/L、製造原価明細書
 借入金残高明細書（9月末）
 上期実績・下期修正計画
 資金繰り表

社
名
変
更
の
報
告
、
フ
ォ
レ
ス
ト
総

合
ケ
ア
株
式
会
社
か
ら
は
、
携
帯
電

話
の
料
金
割
引
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
案
内
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

酒
井
代
表
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決
定
し
た
際

の
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
例
に

挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役
割
を

し
っ
か
り
と
こ
な
す
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
話
が
な
さ
れ
社
長
会
は
閉

会
し
ま
し
た
。



社長会勉強会

みずほ総合研究所副理事長
杉浦哲郎氏

み
ず
ほ
総
合
研
究
所
副
理
事
長
の
杉

浦
哲
郎
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
「
景

気
回
復
は
こ
の
ま
ま
続
く
の
か
」
と
い

う
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
た
勉
強
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

講
話
の
中
で
は
、
国
内
に
お
け
る
今

年
度
下
期
の
景
気
動
向
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
４
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
引

上
げ
に
伴
う
駆
け
込
み
需
要
の
発
生
が

予
測
で
き
、
企
業
の
業
績
は
良
く
な
る

見
通
し
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
の
反
動
と
し
て
来
年
度
上
期
の

見
通
し
が
不
透
明
に
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

２
０
２
０
年
に
開
催
が
決
ま
っ
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
経
済
効
果
に
つ
い

て
は
識
者
の
間
で
も
諸
説
あ
り
ま
す
が

数
兆
円
程
度
で
あ
り
、
世
の
中
に
与
え

る
影
響
は
心
理
的
な
面
が
大
き
い
の
で

は
な
い
か
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
海
外
の
動
向
に
つ
い
て
は

鈍
化
の
兆
し
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
中

国
経
済
や
東
南
ア
ジ
ア
の
動
向
と
、
ド

イ
ツ
の
中
小
企
業
で
業
績
を
上
げ
て
い

る
企
業
の
特
徴
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
、
90
分
間
に
わ
た
っ
て
、
大
変
参
考

に
な
る
お
話
を
い
た
だ
き
、
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

１ １ 社 会

平
成
25
年
9
月
12
日(

木
）
11
社
会

が
開
催
さ
れ
木
村
澄
夫
グ
ル
ー
プ
副
代

表
か
ら
「
簿
記
の
基
本
」
「
資
金
繰
り

表
に
よ
る
資
産
管
理
」
に
つ
い
て
の
勉

強
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
勉
強

会
で
は
、
特
に
経
営
計
画
か
ら
資
金
繰

り
表
の
作
成
を
経
て
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
く
か
に

つ
い
て
具
体
的
な
事
例
を
も
と
に
説
明

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
日
常
の
業
務
で
行
っ

て
い
る
財
務
諸
表
作
成

の
流
れ
を
改
め
て
見
直

す
こ
と
で
、
業
績
に
現

れ
る
数
値
と
実
際
の
業

務
の
動
き
の
関
係
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
ま

し
た
。
ま
た
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
の
分
析
の
仕

方
に
つ
い
て
も
基
本
的

な
解
説
が
な
さ
れ
、
簿

記
の
基
本
や
資
金
繰
り

表
に
つ
い
て
見
直
す
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

約
1
時
間
の
勉
強
会

と
な
り
ま
し
た
が
、
多

く
の
内
容
を
見
直
す
勉

強
会
と
な
り
ま
し
た
。

木村副代表による説明

まの

に
な
っ
て
い
る
と
の東

に
つ
い

あ
り
ま
す
が
、

え

き
い
の
で

に
つ
い
て
は
、

中ド

げ
て
い

が
あ

大
変
参
考深

分科会開催のお知らせ
分社理念研究所では、来る11月15日(金)に、分科会

「総務・労務人材部会」『営業力強化セミナー』を 開催

いたします。今回は、ＰＤＣＡを効率的に活用した営業

力強化をテーマに、外部から講師を招き、１日間の研

修を行います。グループ各社よりたくさんのお申込み

をいただきありがとうございました。皆さまのご参加を

心よりお待ちしております。

分社理念研究所事務局

社名変更のお知らせ

下記の通り、10月1日より社名変更がございましたの

でお知らせします。

【旧社名】

ファナックマグトロ二クス株式会社

【新社名】

株式会社マグトロ二クス

事務局からご案内

株式会社富士コスモサイエンス

大陽工業株式会社

第76回東京インターナショナル・ギフト・ショー秋
2013 (東京ビッグサイト)

CEATEC JAPAN 2013 シーテックジャパン 2013
(幕張メッセ)

大陽工業からは大電流
基板・高放熱基板など
特殊基板を主とした展
示とオープンセミナー
による技術の紹介とソ
リューションの提案が
発表されました。

富士コスモサイエンス
からは、好奇心や探究
心を刺激する自然科学
に関するさまざまな工
作キットなどが展示さ
れ、多くの人の興味を
引きつけました。
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海外ビジネス特集海外ビジネス特集

「我が社の海外ビジネス展開」
当社は、2012年8月に台北に台湾大陽工業を設立致し

ました。目的としては、台湾の基板メーカー２社と業
務提携を結び、国内の安価基板に対する対応策として、
海外調達の推進をすることです。現地には、QDCのコ
ントロール役として1名を派遣しております。

現在は、全てOUT－INの形態を取っておりますが、

当社のお客様も海外生産にシフトしている先が多く、
今期中には、OUT－OUTの対応が出来る体制を構築
する予定です。

今後の展開に関しましては、プリント基板の国内の
需要は年々減少しており、当社が強みとしている、大
電流基板、放熱基板といった特殊基板をコアとして、
海外メーカーへの売り込みを計画しております。当社
としては初めての試みで、現在その体制作りを行って
おり、海外のマーケティング及び販売方法を計画的に
進める為に、今期より語学堪能者の採用と、海外で活
躍されていた人材1名を顧問契約致しました。人材に

関しては、今後も計画的に採用していき、早急に海外
営業としての立ち上げを行い、受注拡販を図って行き
ます。

【 台湾大陽工業事務所：役員会議の模様 】

【量産対応】 【中量～量産対応】

敬鵬工業

業務提携メーカー

高技企業

「我が社の海外ビジネス展開」
我が社の協力工場であるフューチャー・マニュファクチャリング
株式会社(Future Manufacturing Co.,Ltd. 以下FMC)は、タイ王国の
バンコク市から北へ50㎞にあるパトゥンタニ県に所在しています。
主なビジネス内容は、タイへ進出している日系工作機械・産業機器
・自動車メーカーへの製造受託サービス(制御盤、操作盤、ケーブル
・ハーネスの受託製造)、および機能追加、改造工事、部品調達代行
などのサポートを提供しています。

近年多くの大手メーカーが海外での生産を増強する方向にあり、それに伴い機械メーカーがビジネス・チャン
スを求め海外工場を立ち上げております。当社のお客様も特に自動車産業が盛んなタイへの進出が増えておりま
した。当初は当社が製作した製品をお客様が現地へ輸出しておりましたが、現地調達化推進により、海外におい
ても日本と同様のサポートを提供して欲しいとの要望が高まり、FMCを
立ち上げました。

お客様にて予めタイにて生産することが決まっている機種は、
マグトロニクスとFMCが連携して設計段階から関わらせて頂き、
タイで入手可能な部品の選定・置き換えや、現地での製造がスム
ーズに進むような図面展開など様々な提案・ノウハウの提供を
行っています。またマグトロニクスではタイ研修生を積極的に
受け入れて(現在3期生)将来のお客様のサポート要求の高度化へ対応で
きるようにトレーニングしています。マザー工場として位置づけら
れる日本の本社工場への技術サポート、試作機、高機能機種など
の少量多品種機器の製造受託から現地量産工場までの一貫したサ
ポートでお客様のグローバル展開を支援しています。

上段左から3人目 西 宏ﾏﾈｰｼﾞﾝｸﾞﾃﾞｨﾚｸﾀ
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｢｢ 海外ネットワーク海外ネットワーク 」」
外貨建てでの売上が、当社全体の売上の４分の１を超えるようになりました。

為替相場の変動が当社の収益を大きく左右するようになりました。
競合他社が中国を始めとした海外へ積極進出をしていく中で、日本でしかできな

い高度な技術を駆使した製品を愚直に作り続けてきましたが、それに加え、お客様
の多様なニーズに応えるため、海外戦略も重要な位置づけとして展開しています。
製造関連の海外拠点としては、フィリピンにLINEARWORKS CORP．（以下リニア

ワークス）、中国にDAISHO MICROLINE LTD．（以下DML）があります。
リニアワークスは２００４年に設計部門の子会社として設立しました。

CAD設計に加え、２００８年に新工場を設立し、栃木工場からパッケージ基板検査
部門の一部を移行しました。社員数は本年９月末日現在で１２３名となっています。
社員の大半は栃木、岩手の両工場で研修を経験しており、現在も４０名あまりの社
員が日本で研修中です。

DMLは、中国で車載や通信機器を主体とした多層プリント配線板を生産して
います。香港の株式市場に上場し、当社と資本提携をしており、当社の中国での
主力工場の位置づけです。

販売部門の海外拠点としては、アメリカのロスアンゼルスにDAISHO DENSHI
AMERICA ，INC．（以下DDA）、香港にDAISHO DENSHI（H.K.）LTD．（以下DDH）
があります。
DDAはロスアンゼルスを拠点とし、シリコンバレーを始め、世界最先端の電子部品

マーケットの動向、技術を先取りし、販売活動を行っております。
DDHは東南アジア諸国との販売拠点の橋渡し役と位置づけ、販売・仕入れ活動を

行うと同時に、DMLの製品検査を一部行っています。
その他、韓国、中国の基板メーカーと技術提携や業務提携を行い、お客様の

ニーズにお応えできる体制を整えております。 ＤＤＨ、事務所内の様子

リニアワークスでの検査風景

リニアワークス検査工場

「我が社の海外ビジネス展開」
大忠香港はダイチューテクノロジーズの海外生産・海外部品調達を担
う子会社です。香港を拠点に中国,フィリピン,タイなどで部品生産から
完成品組立、物流まで含めたサプライチェーンを確立し、製品のイン
テグレーション(一貫生産)を行うグローバル企業として活動しており
ます。海外生産は、安くて当たり前だが、品質と納期確保が難しく、
なかなかうまく行かないイメージを持っている方が大半と思います。

確かに言葉の壁、文化の違いは障害になる場合が多く、簡単にいかないことが多々あります。私は、海外でのモ
ットーとして５つの“あ”を心がけて対応しております。(あせらない、あきらめない、あたまにこない、あて
にしない、あまやかさない) 生産管理、品質管理等々、立派な管理システムを持っていても担当者が変わると継

続的な管理が出来ないことが多いのも事実です。明確な判断基準を持ち、実際に行動した結果を検証し、間違い
があったら即座に軌道修正を確実に実施することが重要です。ちょっと前？に流行った言葉じゃありませんが
“今でしょう”が直ぐできる、これが大忠香港です。

現在の中国状況は、最低賃金高騰、昨年の反日運動からリスク回避(China＋１)で日系各企業がＡＳＥＡＮ各国

へと生産移管を始めています。弊社に於いても同様で中国での活動をメインにしておりましたが、一昨年よりフ
ィリピンでの活動を復活し、中国と同様の環境作りを行い、中国・フィリピンどちらでも対応できる体制を築い
ております。今後は、更にタイ・ベトナム等を開拓していく予定です。
いかにリスクを減らし、効率良く、品質を確保し、継続出来るかが海外
活動のポイントです。分社グループの皆様、弊社にてお手伝いできるこ
とがありましたら、是非私までご連絡ください。できる限りの対応をさせ
て頂きます。

分社グループ皆様の益々のご発展をご期待申し上げます。
大忠香港有限公司 総経理 阿部 義典

HDD試験装置初出荷
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